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営農試験地の試験研究上

からみた意義役割

1・水田作改善営農試験地を中心として

高　　橋　　正　　男

（秋田県農試）

1．は　じ　め　に

秋田県の魚業は水田作を中心に行われているが，基幹

となる稲作に労力がかかりすぎているために稲作以外の

他部門の導入がはばまれて，農業所得の向上がはかりに

くい．

試験研究の結果技術的に解明されたのは次のものであ

った．

整地　（耕起→全層施肥→代掻き）

除頓　（中耕器→手坂代用器→MCP）

運搬　（ライラー利用）

管理　（適期診断，稔くびいもち防除）

晶種　（早生多収品種の育成）

これらの解明された技術を，農家の経営内部にもちこ

んだ場合の内部適応について4カ年にわたって試験を行

った．試験地は経営規模1．5～2．0血の農家が集団し，し

かも耕地条件の悪い湯沢市幡野地区を選定した．

2，試験地設置地区の概要

1．気象条件：日本海から離れた横手盆地の南端に

あり，夏は温和で風が弱く気温の日較差が大きく日照も

多いので，極めて米作に適している，冬は酷雪1．3〃才，

根雪期間110日余に及ぶので，水田実作不安定である．

春は融雪がおくれるので，播種及び本田春期作業が集中

的に行われる．秋は多雨曇天が多いので，稲の自然乾燥

条件は悪く，屋外作業の支障が大きい．

2．土壌条件：雄物川の河成水培地で肥沃であるが

排水が悪い．耕地は未整理のため6～800椚2で平均6カ

所に分散し，農道は不備である．

3．水利条件：水量は充分であるが水まわりが悪

く，同一水系で末端まで約10日を粟する．

4．社会経済的条件：戦前80％の農家が小作農であ

り，現在25％の中層農家が小作地を保有し貴地改革が完

全に行われていない．さらに戦前の男子が教育環境に恵

まれていなかったこと等で，農家の改善意欲が低調で楷

導的人材にも欠けている．

S．経営条件　＝　経営規模モード階層は1．0～1．5加

で，中層専業農家が支配的である．家畜は1戸平均0．8

頭で，中層以上に役馬，以下は役牛が占め，100戸当り

乳牛9頭および豚20頭が飼養されている．耕転機は約10

分の1が所有し耕地の約50％が耕転されている．良家の

2・3男女が多く常やとい・臨時やといも多い．地区農

家平均所得は287，200円（昭31年現在）で，生活費は約

9，000円の赤字である．

3．問　　題　　点

技術改善をはばむ条件が多く，米の生産力の発展趨勢

が停静的である．機械化がおくれ作業の集約度も高いの

で，春秋の農繁期に著しく労働ピークが現われ，麗傭依

存度が高い．水田規模モード1．5血‡の稲単作経営に対し

生産費が漸増するので農業所得の伸びが少ない．

4．試験地でとり上げた改善対策とその実施要領

対　　　策　　　実　　施　　要　　餓
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5．結果の概要

1．水稲作の安定増収と技術体系の変化

実測10α当り平均玄米収量563桓となり，年平均13桓

づつ増収した．
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第1表．米生産量の変化

平 均

注：昭和35年の水田面称は農家2が一1317，農家3が＋17°．

第2表．水稲の技術体系の変化

項　　　　目】　　　32　　　　年　（開始年） 35　　　　年

位

田
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2・作業の能率化と作業体系の変化

10α当り稲作労力は140時間となる．初年度に比べ108時

間の減少，裏作労力は34時間で32時間の減少を見た．

第3表．稲作労働の作業別変化
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第4表．水稲の作業体系の変化
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対し，約20％減の4．517円となった．

玄米の生産費が150吻当り秋田県平均5，662円であるのに

第5表．米　の　生　産　費
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4．収入の拡大

現金稲作収入が132％に増大した外，稲作以外の他部門

の現金収入率が，全収入の約20％に拡大した．

第6表．農業収入の拡大と農家の現金収支　（水田1．5血農家の現金収支）
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6．摘出された事項

4カ年の実施過程において掃出された事項は次のとお

りである．

1．技術上の事項　初期生育の増大をはかって収量を

高め，急速に面槙を広めて雀害を防いだことが早生品種

の増加をもたらしたが，この地帯では原則的には耕地の

整備をはかって脱稲のより多収をはからなければならな

い．使用する農家の経営が拡大され，一方薬剤の効力が

「ひえ」を防除する場合において除草剤導入の効果が高

くなるようである．稲作の目標は健康相栽培におくこと

はよいが，適期診断及び処置等の技術指導が先行されな

ければならない．地力増加が期待されるが一方では労力

を必要とする経営組鰯が，結局は増収と省力技術の導入

がはかられる前提になるようである．

2．作業上の事項　耕転機の導入は作業を能率化した

が，他方では経営費の増大をもたらすので，未整理地帯

での共同利用方式の確立が望まれる．作業体系の改善に

はその過程において二　作業が重複するのも止むを得ない

点もあるが，速急にこれ等の研究が行われることが望ま

しく，直ちにもちこめるまでの体系化が確立されなけれ

ばならない．当然のことながら耕地整隠　交換分合が当

地帯の最重要事項として指摘される．

合 計

7．試験研究にとり上げるべき課題

1．全層施肥を考慮した春耕作業体系の確立

2．経営的に合理性をもつ粗の乾燥方法の確立

8．実施後における反省

1．各技術専門分野の協調が重要であること

2．自信のある技術の確立とその括導（試験場的確立

と受ける農家側から見た確立）

3．稲を含め各部門が安定しつつあるが，将来の農業

事情を考慮した場合における経営組織について

9．営農試験地の意義役割及び今後の運営

農業生産を高め農家経営の安定をもたらすには技術の

改善が不可欠である．従来の試験場では各種専門技術相

互の関係，技術と営農条件との関係についての解明が充

分行われ難い嫌いがあった．これを是正するには技術導

入対象としての貴家の条件の解明，各種専門技術相互の

関係及び技術と農家条件との関係等を検討した上で，農

家の営農条件を改善する技術の総合化・体系化が必要で

ある．この役割を果しているものが営農試験地である．

今後は営農類型区分に応じた主要地帯において，総合

技術体系並びに作業体系を確立する移動分場的性格をも

って実施するのが最も効果的と考える．




